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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端開口部の周囲にイヤパッドが取り付けられた略円筒体のハウジングと、
　可撓性を有し、孔のない膜状体により形成された筒状の弾性部材であって、一端開口部
が上記ハウジングの他端開口部に固定され、他端開口部の外側にドライバユニットが取り
付けられた連結部材と
　を備えるヘッドホン。
【請求項２】
　上記連結部材が一端開口部の径に比して他端開口部の径が小である請求項１に記載のヘ
ッドホン。
【請求項３】
　上記連結部材の他端開口部に硬質のユニットホルダが設けられ、上記ユニットホルダに
対して上記ドライバユニットが取り付けられた請求項１または請求項２に記載のヘッドホ
ン。
【請求項４】
　上記ドライバユニットの外側に円板状のパッドを備える請求項１乃至請求項３の何れか
に記載のヘッドホン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本開示は、ヘッドホンに関する。詳しくは、装着時の音源位置を安定させることにより
、低音域の再現性を高め、また装着性を高めた機構を有するヘッドホンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のヘッドバンドを有するヘッドホンであって、装着者の耳全体を覆うヘッドホンは
様々に開発されてきた。
【０００３】
　例えば、音源であるドライバユニットが装着者の側頭部と略平行に固定して配設されて
いるヘッドホン、およびドライバユニットが装着者の側頭部に対して若干の傾斜を設けて
固定されているヘッドホン等が挙げられる。
【０００４】
　さらに、特許文献１には音響出力部が収納されるバックシェル、耳介に嵌合するイヤー
ホルダおよび音響出力部の放音面を覆うセパレータを備えるヘッドホンが記載されている
。なお、特許文献１に記載のヘッドホンは、耳介に対する圧迫感や密着感に伴う苦痛や不
快感などを生じさせることなく、長時間にわたって使用することができると記載されてい
る（特許文献１の請求項１、段落００５２および図１～図３、図７参照）。
【０００５】
　従来のヘッドホンに比べて、低音域の再現性と装着時の快適性とをより一層向上したヘ
ッドホンが求められていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第３９５０７５０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来のドライバユニットが固定されているヘッドホンを使用した場合、ドライバユニッ
トの固定位置および固定角度、さらに装着者の耳介の形状に因っては、装着時にドライバ
ユニットが耳介に対して離れてしまうことにより、音が小さい、低音が少ないと感じるこ
とがあった。特にオープンタイプのヘッドホンの場合、ドライバユニットと耳介とが離れ
ていると、低音の再現性が乏しくなる傾向があった。また、装着時にドライバユニットが
耳介に対して接触することにより、痛みの原因となることもあった。
【０００８】
　さらに、特許文献１に記載のヘッドホンは、素材にも因るが、耳かけ型のイヤホンと同
様に、耳介の裏側の頭頂部側および後頭部側に接触の力点が集中するので、長時間の使用
によって接触部位で痛みを生じる可能性があった。
【０００９】
　したがって、本開示が解決しようとする課題は、様々な装着者に対して音源の位置を安
定させることにより高い低音域の再現性を確保することができ、装着時に耳介への痛みを
軽減することもできる機構を有するヘッドホンを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述の課題を解決するために、本開示は、一端開口部の周囲にイヤパッドが取り付けら
れた略円筒体のハウジングと、
　可撓性を有し、孔のない膜状体により形成された筒状の弾性部材であって、一端開口部
がハウジングの他端開口部に固定され、他端開口部の外側にドライバユニットが取り付け
られた連結部材と
　を備えるヘッドホンである。
【発明の効果】
【００１１】
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　本開示によると、ドライバユニットが可動であるので、耳介の形状が異なる様々な装着
者に対して音源の位置を一定に位置決めすることにより、高い低音域の再現性を確保する
ことができ、装着時にドライバユニットが耳介に接触しても、接触によって耳介に痛みを
生じないヘッドホンを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本開示に係るヘッドホンの一実施態様を示す斜視図である。
【図２】図１のＡ－Ａ’線の断面図である。
【図３】図２に示す部材の分解斜視図である。
【図４】図１に示すヘッドホンの装着時におけるＡ－Ａ’線の断面図である。
【図５】図５Ａ～図５Ｄは本開示に係るヘッドホンの弾性部材の変形例を示し、図５Ａは
弾性部材の一実施態様を示す概略図であり、図５Ｂは弾性部材の別の実施態様を示す概略
図であり、図５Ｃは弾性部材の他の実施態様を示す概略図であり、図５Ｄは弾性部材の更
なる実施態様を示す概略図である。
【図６】本開示に係るヘッドホンの弾性部材の変形例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
（ヘッドホンの基本的構造）
　まず、図１を参照しつつ、ヘッドホン１の構成について説明する。図１は、本開示に係
るヘッドホン１の外観構成を示す図である。なお、図１は説明の都合上、一部の部材を省
略した状態で示している。なお、Ｌチャンネル側のハウジング５およびイヤパッド６もＲ
チャンネル側と同様に構成されている。
【００１４】
　ヘッドホン１は、ヘッドバンド２、スライダ３、ハンガ４、ハウジング５、イヤパッド
６およびハウジング５内に設けられたドライバユニット部７とから構成されている。
【００１５】
　ヘッドバンド２は装着者の頭部に沿うように湾曲状に形成されており、装着状態におい
て装着者の頭頂部に接することによりヘッドホン１全体を支持するものである。ヘッドバ
ンド２はプラスチックなどの合成樹脂、金属などを用いて構成されており、所定の剛性お
よび弾性を有することにより可撓性を備えている。これにより、装着時にはハウジング５
およびイヤパッド６を装着者の側頭部方向に押圧してヘッドホン１の装着状態を維持する
ことができる。なお、ヘッドバンド２の内面における装着者の頭頂部に当接する部分に緩
衝材としてゴムなどを設けるようにしてもよい。さらに、ヘッドホン１の携帯時に中央で
折り畳めるようにヒンジを備えるようにしてもよい。
【００１６】
　スライダ３は、ヘッドバンド２の両端に設けられている。そして、スライダ３の一端部
における接合部８には、ハンガ４が取り付けられている。ヘッドバンド２の両端に固定さ
れ、かつヘッドバンド２の中心軸線と一致する軸線を有して成る案内部材９に沿って、ス
ライダ３が摺動可能に構成されている。スライダ３を案内部材９に沿って摺動させること
により、ハンガ４をヘッドバンド２に対して遠ざかるように、または近づくように移動さ
せることができる。ヘッドホン１の装着時には、装着者の頭部の大きさや耳と頭頂部との
距離などに合わせてスライダ３の位置を調整することにより、ハウジング５およびイヤパ
ッド６を装着者の耳に対向する位置に合わせる事ができる。これにより、装着者は自らの
身体的特徴や嗜好に応じた装着感を得ることができる。一方、ヘッドホン１を使用しない
場合には、スライダ３を縮めた状態にすることにより、保管スペースを節約することがで
きる。
【００１７】
　ハンガ４はスライダ３の先端に接合部８を介して設けられており、ハウジング５を回動
自在に支持するものである。なお、接合部８はハンガ４を、固定的に保持しても良く、ヘ
ッドバンド２および案内部材９の軸線の周りを回動することができるように保持しても良
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い。ハンガ４は、例えば、一対の先端からそれぞれ内向きに突出する支持ピン（図示せず
。）で軸支することによりハウジング５を回動自在に支持する。これにより、ヘッドホン
１の装着時においては、装着者の耳および側頭部の形状に合わせてハウジング５の向きが
変わるため、ハウジング５を装着者の側頭部の形状に適した状態で耳に対向させることが
できる。
【００１８】
　ハウジング５は、内部に収納空間を有しており、電気信号を音波に変換して出力する音
声出力部としてのドライバユニット部７などを収納する収納部として機能するものである
。ハウジング５は例えば、プラスチックなどの合成樹脂を用いて形成されている。ハウジ
ング５のイヤパッド６が設けられる側の反対側の面にはドライバユニット部７の背面から
ハウジング５を通じて音抜けが生じるように複数の音抜け孔（図示せず。）が形成されて
いる。ただし、音抜け孔は必ずしも設ける必要はない。ヘッドホン１をいわゆるオープン
型（開放型）ヘッドホンとして構成する場合には、ハウジング５に音抜け孔が設けられる
。一方、ヘッドホン１をいわゆるクローズド型（密閉型）ヘッドホンとして構成する場合
には音抜け孔は設ける必要はない。なお、ハウジング５は、ヘッドホン１の装着後にその
位置が固定される。
【００１９】
　イヤパッド６は、ハウジング５における装着者の側頭部に対向する側の面に設けられて
いる。イヤパッド６は、ハウジング５と装着者の側頭部との間に介在することにより、ハ
ウジング５と装着者の側頭部間の緩衝部材として機能するものである。すなわち、イヤパ
ッド６は、ヘッドホン１の装着時において、変形しにくい硬い素材で形成されたハウジン
グ５が直接装着者の耳および側頭部に接して装着者に不快感や痛みを与えることを防止す
るものである。
【００２０】
　さらに、イヤパッド６は、材質によっては音抜けを抑制することができ、低音域の再現
性の向上などの音質の向上を図る役割も担う。さらに、ドライバユニット部７から出力さ
れる音声が外部に漏れることを防ぐ役割も担う。さらに、イヤパッド６は外部からの騒音
を遮断してドライバユニット部７からの音声を聴取し易くする働きも担う。なお、ドライ
バユニット部７は、ヘッドホン１の装着前後に関わらずハウジング５に対して可動である
。ドライバユニット部７を可動にする構造については図２～図４を参照して後述する。
【００２１】
　さらに、ヘッドホン１には音が適宜に変換されて成る電気信号を導通するケーブルを付
設しても良い。ケーブルは、内部に左チャンネル用導線Ｌ、右チャンネル用導線Ｒ、グラ
ンド線Ｇなどが挿通しており、携帯型音楽プレーヤ、テレビジョン受像機などの音声再生
装置（図示せず。）からの音声信号をヘッドホン１に伝送するためのものである。ケーブ
ルの一端は一対のハウジング５のうち一方のハウジング５内に収容されたドライバユニッ
ト部７に接続される。さらに、ケーブルの他端にはプラグ（図示せず。）が設けられてい
る。そのプラグが音声再生装置に接続されることにより、ヘッドホン１が音声再生装置に
接続される。
【００２２】
　ケーブルが接続されてない他方のハウジング５内のドライバユニット部７を駆動するた
めに、ケーブルが接続された一方のハウジング５と、ケーブルが接続されていない他方の
ハウジング５との間には、接続ケーブル（図示せず。）が設けられている。この接続ケー
ブルは、ケーブルまたはケーブルが接続されたハウジング５内のドライバユニット部７に
接続されるとともに、ハンガ４、案内部材９及びヘッドバンド２の内部を挿通して他方の
ハウジング５内のドライバユニット部７に接続される。この接続ケーブルによって、ケー
ブルが接続されていない他方のハウジング５内のドライバユニット部７に音声信号が伝送
される。ただし、左右両方のハウジング５内のドライバユニット部７にそれぞれ音声信号
を供給するように２本のケーブルをそれぞれ左右のハウジング５に接続する構成としても
良い。



(5) JP 5910119 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

【００２３】
（ハウジング内部構造）
　ここで、本開示に係るヘッドホンのハウジングの内部構造について、図２および図３を
参照しつつ説明する。図２は、図１に示したヘッドホン１におけるハウジング５、イヤパ
ッド６およびドライバユニット部７のＡ－Ａ’線での断面図である。図３は、ハウジング
５、イヤパッド６およびドライバユニット部７の分解斜視図である。
【００２４】
　図２に示すように、ハウジング５とドライバユニット部７とはユニットホルダ１０およ
び膜状弾性体１１を介して接続されている。さらに、ハウジング５とイヤパッド６とはゼ
ンメンバン１２を介して接続されている。膜状弾性体１１は、本開示に係るヘッドホンに
おける弾性部材の一例である。
【００２５】
　ハウジング５は、図３に示すように両端が開口している略円筒体である。ハウジング５
には、その内側にドライバユニット部７、ユニットホルダ１０および膜状弾性体１１が収
納される。ハウジング５には、その外側から一端開口部を介してストッパ１３が挿入され
る。なお、ストッパ１３については、ヘッドホン装着時のドライバユニット部７の移動に
ついての説明と共に後述する。
【００２６】
　ドライバユニット部７は、ドライバユニット１４、ユニットカバー１５および耳介用パ
ッド１６を有している。ドライバユニット１４は、振動板とその表面を保護する保護カバ
ーを有しており、ケーブル（図示せず。）から伝送された信号が音に変換されて鳴動する
部材である。なお、本開示に係るヘッドホンの使用者が聴く音はドライバユニット１４か
ら出力される。ユニットカバー１５はドライバユニット１４の保護部材であり、本開示に
係るヘッドホンにおいて必須の部材ではない。耳介用パッド１６は、ドライバユニット１
４およびユニットカバー１５を覆蓋する部材である。なお、ユニットカバー１５および耳
介用パッド１６は、ドライバユニット１４を覆うように取り付けられるので、ドライバユ
ニット１４から出力される音を遮断または遮蔽しないような材料および構造で形成される
のが好ましい。さらに、耳介用パッド１６は装着者の耳介が直接接触する部材であるので
、耳介用パッド１６の表面部である当接面１７は少なくとも緩衝部材であることが好まし
い。耳介用パッド１６は例えばイヤパッド６と同様の材料、ウレタンまたは適宜の発泡性
樹脂等によって形成されることができる。
【００２７】
　イヤパッド６は環状体であり、ゼンメンバン１２に適宜の方法によって取り付けられて
いる。ゼンメンバン１２は、図３に示すように両端が開口している略円筒体である。ゼン
メンバン１２の一端開口部には外側に突出するようにして形成されたリブが設けられてお
り、該リブにイヤパッド６が取り付けられる様になっている。
【００２８】
　ユニットホルダ１０および膜状弾性体１１は、図３に示すように一体的に形成されてい
る。ユニットホルダ１０は、ドライバユニット部７に接着、溶着、嵌め込みまたはビス留
め等によって固定される部位であり、後述の膜状弾性体１１に比べて硬質であるのが好ま
しい。膜状弾性体１１は、略円筒体であり、軟質の可撓性を有する材料によって形成され
ている。膜状弾性体１１の一端開口部とユニットホルダ１０とが一体的に接合されている
と共に、膜状弾性体１１の他端開口部はゼンメンバン１２により押圧固定されている。ゼ
ンメンバン１２は膜状弾性体１１の他端開口部を押圧した後に接着剤等で接着しても良い
。ユニットホルダ１０および膜状弾性体１１は、二色成型などによって異なる材料を一体
的に接合すれば良い。なお、本開示に係るヘッドホンにおいては、ユニットホルダおよび
膜状弾性体は二色成型等によって一体的に形成されている必要はなく、接着または溶着等
で部材同士を固定するようにしても良い。
【００２９】
　ユニットホルダ１０の材料としては、ドライバユニット部７を固定的に保持することの
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できる材料であれば良く、例えばポリエチレン（ＰＥ）、ポリエチレンテレフタラート（
ＰＥＴ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）、ポリプロピレ
ン（ＰＰ）、ポリアミド（ＰＡ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリスチレン（ＰＳ）、
ポリエステル、ＡＢＳ樹脂、ＡＳ樹脂、およびアクリル樹脂等を挙げることができる。
【００３０】
　膜状弾性体１１の材料としては、ドライバユニット部７が移動することによってドライ
バユニット部７に固定される膜状弾性体１１が変形しても、ドライバユニット部７を元の
位置に戻そうとする付勢力を発揮することができ、通常のヘッドホンの使用状況下におけ
る温度環境および湿度環境で変質しない限り特に制限はなく、例えばエラストマーおよび
シリコンゴム等を挙げることができる。膜状弾性体１１の付勢力は、耳介を押圧し過ぎな
い程度、長時間耳介に接触しても痛みを生じない程度、またはヘッドホンのヘッドバンド
の側圧よりも小さい程度であればよい。
【００３１】
　ドライバユニット部７は、従来のヘッドホンに比べて、装着者の耳介に対して近接する
ように、つまり装着者の耳介および側頭部方向に突出するように配置される。
【００３２】
　ユニットホルダ１０には、ハウジング５側、つまりヘッドホンの背面側に向かって一部
突出する規制部１８が延在している。なお、規制部１８については、ドライバユニット部
７の移動およびストッパ１３の説明と共に後述する。
【００３３】
（ヘッドホン装着状態説明）
　図４は、図１に示したヘッドホン１を装着者が装着したときのＡ－Ａ’断面図である。
なお、図４における右方の太点線は、頭頂部側から俯瞰した装着者の頭部および耳の輪郭
を示している。
【００３４】
　ここで、従来のヘッドホンであれば、ドライバユニットがハウジングの奥まった部位、
つまりハウジングの背面側に固定されており、装着者の耳介に接触させないことが前提で
あった。しかしながら、ハウジングの体積には音響的、意匠的に限度があり、装着者の耳
介の形状に因ってはドライバユニットに装着者の耳介が接触することがあった。装着者の
耳介とドライバユニットとが接触していると、従来のヘッドホンであればドライバユニッ
トが固定されているので、ヘッドホンの側頭部方向への付勢力が装着者の耳介に対して直
接作用することになる。これにより、長時間にわたって従来のヘッドホンを装着すると痛
みを生じることがあった。
【００３５】
　さらに、耳介の形状および大きさは装着者によって異なるので、ドライバユニットが固
定されている場合、耳介からドライバユニットまでの距離が装着者によって異なるという
状況が生じていた。耳介からドライバユニットまでの距離が異なると、装着者によって聴
く音が異なるので、一定の音質を保持することができない場合がある。特に、ドライバユ
ニットが装着者の耳介から離れていると、音が小さく、低音域が少なく、音圧感度が低い
と感じられることがあった。なお、オープン型（開放型）ヘッドホンの場合は、ドライバ
ユニットと耳介との距離の差に起因して生じる音圧感度の差が顕著になり易い。
【００３６】
　これに対して、ヘッドホン１を装着すると、図４に示すように、装着者の側頭部Ｈがイ
ヤパッド６に当接すると共に、装着者の耳介Ｅがドライバユニット部７の当接面１７に当
接する。これは、上述したようにドライバユニット部７が従来のヘッドホンに比べて装着
者の耳介Ｅおよび側頭部Ｈに対して突出して配置されているからである。ドライバユニッ
ト部７がハウジング５に対して可動であるので、装着者の耳介Ｅにドライバユニット部７
を積極的に接触させ、耳介の形状に沿ってドライバユニット部７を移動させることになる
。よって、本開示に係るヘッドホンは、従来のように固定されたドライバユニットから長
時間にわたって装着者の耳介が押圧されることが無い。つまり、本開示に係るヘッドホン
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は、耳介に痛みを生じ得る接触が無い。
【００３７】
　さらに、ヘッドホン１の装着後は、ドライバユニット部７は装着者の耳介Ｅに接触した
状態を維持しつつ、耳介Ｅの形状に沿って位置することになるので、全ての装着者の耳介
Ｅからドライバユニット部７までの距離が一定になる。したがって、全ての装着者が聴く
音が同一となるので、一定の音質を保持することができる。
【００３８】
　なお、装着者がヘッドホン１の装着状態を解除すると、耳介Ｅからドライバユニット部
７に対する押圧力が無くなるので、膜状弾性体１１の付勢力によってドライバユニット部
７が装着前の位置にまで移動する。
【００３９】
　ストッパ１３は、ハウジング５の背面側開口部から挿入される湾曲した板体である。ユ
ニットホルダ１０からハウジング５の背面側に延在する規制部１８は、ドライバユニット
部７がハウジング５の背面方向に移動し過ぎたときに、ストッパ１３と干渉し得る大きさ
に調整されている。通常ヘッドホンでは、ハウジングの最背面側に適宜の板状部材を配設
することによって、ヘッドホンの意匠的および音響的な完成を図ることが多い。図１～図
４には図示していないが、仮にハウジング５の最背面側に板状部材を配設する場合、ドラ
イバユニット部７がハウジング５の背面側に過度に押圧されると、ドライバユニット部７
と板状部材とが干渉する可能性が生じる。ヘッドホン１の長期使用および保守という観点
から、ドライバユニット部７がハウジング５の背面側に過度に押圧されたときにストッパ
１３と規制部１８とが干渉してそれ以上の押圧が不能となることが好ましい。なお、本開
示に係るヘッドホンにおいては、本開示の目的を達成することができる限りストッパ１３
および規制部１８は必須の部材ではないが、これらの部材を設けることによって更なるヘ
ッドホンの品質向上を達成することができる。
【００４０】
（弾性部材の変形例）
　図５および図６に、本開示に係るヘッドホンにおける弾性部材の変形例を示す。図５は
ハウジングに固定される部位を下方に示し、弾性部材に固定的に取り付けられるユニット
ホルダ１０を上方に示した。
【００４１】
　図５Ａ～図５Ｃは、弾性部材が可撓性を有する膜状体である態様の変形例を示す。図５
Ａに示す膜状弾性体１１は、図２～図４に示した膜状弾性体１１と同一部材であるので、
同一参照符号を付している。図５Ｂに示す膜状弾性体１１０には、ハウジングに固定され
る部位からユニットホルダ１０に固定される部位に至るまでに肩部１９が設けられている
。肩部１９を設けると、ドライバユニット部７の移動による膜状弾性体１１０の変形が生
じるときに、肩部１９近傍が優先的に変形する。例えば肩部１９を厚肉に形成しておくこ
とにより肩部の強度が向上するので、膜状弾性体１１０が反復して変形したとしても不可
逆的な変形または破断が生じ難くなり、ヘッドホンの高い信頼性を得ることができる。図
５Ｃに示す膜状弾性体１１１はその周側面が蛇腹状に形成されている。膜状弾性体１１１
は蛇腹状の形状に起因する付勢力を有するので、上記膜状弾性体１１および１１０等に比
べて弾性の低い材料を用いることができるようになる。図５Ｄに示す弾性部材は、板バネ
２０を複数用いた態様である。板バネ２０は細長い薄板状の付勢部材であり、ゼンメンバ
ン等によってハウジングに固定される一端部からユニットホルダ１０に固定される他端部
まで湾曲して配設される。細長い板バネ２０を用いる場合は、様々な方向にドライバユニ
ットが傾斜することができるように、ユニットホルダ１０の周縁に等間隔に複数本の板バ
ネ２０を配置すると良い。
【００４２】
　図６は、弾性部材がバネを有する蝶番である態様の一例を示す。ユニットホルダ１０は
、図６に示すように、受板２１と回動軸部２２を介して接続されている。受板２１は、ハ
ウジングの適宜の位置に固定されている。ユニットホルダ１０と受板２１との間には付勢
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イルバネ２３の付勢力によってユニットホルダ１０が受板２１から離れる方向に付勢され
る。ヘッドホンが装着状態になると、耳介に押圧されたドライバユニットがユニットホル
ダ１０と共に、コイルバネ２３の付勢力に抗しつつ、回動軸部２２を軸として受板２１に
近づく方向に移動するようになっている。
【００４３】
　本開示に係るヘッドホンにおいてドライバユニットはハウジングに対して可動であるが
、さらに好ましくは装着者の外耳に最も押圧される方向にドライバユニットが傾斜可能で
あることが挙げられる。装着者の外耳に最も押圧される方向にドライバユニットが傾斜す
るということは、本開示に係るヘッドホンを装着したときに装着者の耳介の形状にドライ
バユニットが沿うようになることであり、装着者にとっては耳介がドライバユニットから
押圧されているという感覚を惹起し難い。よって、本開示に係るヘッドホンは、装着者が
圧迫感を感じることなく装着することができるので、従来のヘッドホンに比べて装着時の
快適性が向上している。
【００４４】
　弾性部材が膜状体、特に孔の無い膜状体であると、膜状体が、装着者の耳介側とドライ
バユニットからハウジングの背面側とにハウジング内部を隔絶することになる。これによ
り、ドライバユニットからハウジングの背面側に放出されて装着者の耳介側に回り込もう
とする音が、弾性部材によって遮断されるので、装着者はドライバユニットから耳介に向
けて放出された音のみを聴くことができる。さらに、装着者の耳介側に回り込む音だけで
なく、外界の騒音等も弾性部材によって遮断される。つまり、膜状体である弾性部材は、
不要な音の防振材および制振材として作用する。なお、膜状体の周側面の形状が蛇腹状で
あると、膜状体に伝わる振動が減衰し易いので、防振材および制振材としての作用が強く
なる。したがって、本開示に係るヘッドホンは、弾性部材として膜状体を用いると音質が
より一層向上する。
【００４５】
　ドライバユニットの傾斜方向が略一方向であると判明している場合は、弾性部材が蝶番
である態様を採用するのが良い。弾性部材が蝶番である態様は上記膜状体を用いる態様に
比べて作製が容易であるので、ヘッドホン製造工程の簡素化を図ることができる。
【００４６】
　以上、本開示の実施形態について具体的に説明したが、本開示は、上述の実施形態に限
定されるものではなく、本開示の技術的思想に基づく各種の変形が可能である。
【００４７】
　例えば、上述の実施形態において挙げた構成、方法、工程、形状、材料および数値など
はあくまでも例に過ぎず、必要に応じてこれと異なる構成、方法、工程、形状、材料およ
び数値などを用いてもよい。
【００４８】
　さらに、上述の実施形態の構成、方法、工程、形状、材料および数値などは、本開示の
主旨を逸脱しない限り、互いに組み合わせることが可能である。
【符号の説明】
【００５０】
　１・・・ヘッドホン、２・・・ヘッドバンド、３・・・スライダ、４・・・ハンガ、５
・・・ハウジング、６・・・イヤパッド、７・・・ドライバユニット部、８・・・接合部
、９・・・案内部材、１０・・・ユニットホルダ、１１・・・膜状弾性体、１２・・・ゼ
ンメンバン、１３・・・ストッパ、１４・・・ドライバユニット、１５・・・ユニットカ
バー、１６・・・耳介用パッド、１７・・・当接面、１８・・・規制部、１９・・・肩部
、２０・・・板バネ、２１・・・受板、２２・・・回動軸部、２３・・・コイルバネ、Ｈ
・・・側頭部、Ｅ・・・耳介



(9) JP 5910119 B2 2016.4.27

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 5910119 B2 2016.4.27

【図５】 【図６】



(11) JP 5910119 B2 2016.4.27

10

フロントページの続き

(72)発明者  大里　祐介
            神奈川県藤沢市辻堂新町３丁目３番１号　ソニーエンジニアリング株式会社内

    審査官  下林　義明

(56)参考文献  特開平０７－３２７２９１（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭５９－００１２９１（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００７－１１６６８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－２８３２８１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｒ　　　１／１０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

